
本院では肺移植・肝移植とも日本
一の実績を有しており、2025年3
月末現在、肝移植は2,235例、肺
移植も389例を超えています。
2023年11月には世界初となる
生体肺肝同時移植を実施するな
ど、先進的な取り組みを実施して
います。

本院は、1型糖尿病の患者さんに対し、同種 iPS細胞由来膵島
細胞シート（OZTx-410）の移植を行い「iPS細胞由来膵島細胞
シート移植に関する医師主導治験」を実施しています。
この医師主導治験において使用するOZTx-410は、京都大学
iPS細胞研究財団（CiRAF）で作製された「再生医療用 iPS細胞
ストック」を膵島細胞に分化させたものです。OZTx-410は、移
植までの期間が短く、コスト抑制にも寄与する、世界初の同種
iPS細胞由来膵島様細胞移植として高い注目を集めています。
この治験では、移植後の患者さんの経過観察を最大5年間継
続し、安全性を確認することになっています。
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本院の救急車搬送台数は年間6,500台を
超えており、国立大学病院としては全国で
もトップクラスの診療実績を誇っています。
また、本院は2024年に京都府の救命救急
センターに指定され、重症および複数の診
療科領域にわたる救急患者さんを24時間
体制で受け入れるためのEICU（救命救急
センター集中治療室）を20床備えていま
す。このように、本院では京都府内の第3次
救急医療機関として高度な専門的医療を
総合的に提供しています。

2024年度は延べ5,253名の
指定難病患者、延べ874名の
小児慢性特定疾患患者が本
院を受診しました。全身性エリ
テマトーデス（564名）、パー
キンソン病（391名）、潰瘍性
大腸炎（321名）など、様々な
疾患に対して診療を行ってい
ます。
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